
平
成
１８
年
4
月
か
ら 

予
防
重
視
シ
ス
テ
ム
へ 

　
　
　
　
（
新
予
防
給
付
の
創
設
） 

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
今
回
の
介
護
保
険
制
度
改
正
は
、
高
齢
者
の
「
自
立
支
援
」、「
尊
厳
の
保
持
」

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
予
防
給
付
は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
悪
化
防
止
の
た
め
に
創
設

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

新
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立 

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

②
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民

の
心
身
の
健
康
の
保
持
と
生
活
の
安
定
の
た

め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
で
、
保
健
医

療
の
向
上
や
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

　
お
も
な
役
割
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握
し
、
介
護

予
防
を
推
進
し
ま
す 

②
介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、
高

齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相
談
を
受
け
付

け
、
支
援
を
し
ま
す 

③
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
と
早
期
発

見
な
ど
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
活
動
を
し

ま
す 

④
高
齢
者
へ
の
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
に
、

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

へ
の
支
援
を
し
ま
す 

負
担
の
あ
り
方
・ 

　
　
制
度
運
営
の
見
直
し 

改正後 

新予防給付 

介護給付 

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

改正前 

予防給付 

介護給付 

要 支 援 

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

費用の負担割合 

1号保険料負担割合18％→19％ 
2号保険料負担割合32％→31％ 

国・県 
37.5％ 

勝山市 
12.5％ 

1号保険料 
19％ 

2号保険料 
31％ 

区分 標準月額 保険 
料率 対　象　者 

第1 
段階 

0.5
2,050円 

24,600円 

市民税世帯非課税で老
齢福祉年金受給者、ま
たは生活保護受給者 

第2 
段階 

0.5
2,050円 

24,600円 

市民税世帯非課税で、課
税年金収入額＋合計所得
金額が80万円以下のかた 

第3 
段階 

4,100円 

0.75
3,075円 

36,900円 

市民税世帯非課税で、
上記以外のかた 

第4 
段階 

1.0
4,100円 

49,200円 

市民税世帯課税で、本
人非課税のかた 

第5 
段階 

1.25
5,125円 

61,500円 

市民税本人課税で、基
準所得金額が200万
円未満のかた 

第6 
段階 

1.5
6,150円 

73,800円 

市民税本人課税で、基
準所得金額が200万
円以上のかた 

※第2・第3段階のかたが税制改正により第4・第5段階になる場合、 
　平成18・19年度において特例措置（経過措置）が設けられました 

4月から 

障害者自立支援法が  
スタート 

新しいサービス体系へ 新しいサービス体系へ 

障
害
の
種
類
に
関
係
な
く

障
害
の
種
類
に
関
係
な
く 

　
　
　
共
通
の
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
共
通
の
サ
ー
ビ
ス 

原
則
１
割
負
担

原
則
１
割
負
担 

　
所
得
に
応
じ
て
上
限
額

　
所
得
に
応
じ
て
上
限
額 

障
害
の
種
類
に
関
係
な
く 

　
　
　
共
通
の
サ
ー
ビ
ス 

原
則
１
割
負
担 

　
所
得
に
応
じ
て
上
限
額 

　
　
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
内
 

　
　
　
福
祉
・
児
童
課
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
　
　（
1
内
線
1
2
1
〜
1
2
3
）
 

 

障害者自立支援法による新しいサービスのしくみ 

介護給付 
　障害程度が一定以上の人に

生活上または療養上の必要な

介護を行います。 

・居宅介護(ホームヘルプ)・
重度訪問介護・行動援護・療
養介護・生活介護・児童デイ
サービス・短期入所・重度障
害者等包括支援・共同生活介
護・施設入所支援 

自立支援医療 
　医療費の自己負担の軽減。 

・人工透析や心臓手術などの
更生医療 
・精神通院医療 
・育成医療（18歳未満） 

補装具の給付 
　身体障害者に日常生活上の

不自由を補うために購入する

補装具費の支給。 

・義肢・装具・車いす　など 

地域生活支援事業 
　障害者を支援する市の事業。 

・相談支援事業・コミュニケ
ーション支援・日常生活用具
の給付・移動支援　など 

訓練等給付 
　身体的または社会的なリハ

ビリテーションや就労につな

がる支援を行います。 

・自立訓練・就労移行支援・
就労継続訓練・共同生活援助
(グループホーム)

障害福祉サービス 

障
害
者
・
障
害
児 

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」
内 

　
　
健
康
長
寿
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ（
1
内
線
1
3
1
〜
1
3
3
） 

月額保険料 
年額保険料 
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
を
日
常
生
活
の
圏
域

に
分
け
、
そ
の
圏
域
ご
と
に
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

地
理
的
条
件
や
人
口
、
旧
行
政
区
、
住
民

の
生
活
形
態
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
単
位
な

ど
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
、「
日
常
生
活

圏
域
」
を
設
定
し
ま
す
。
勝
山
市
で
は
、
中

学
校
区
を
日
常
生
活
圏
域
と
し
て
設
定
し
、

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
負

担
割
合
は
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
第
１
号
保
険
料
（
６５
歳
以
上
）
の

標
準
月
額
（
基
準
額
）
は
、
4
1
0
0
円
に

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
左
の
表
に
示
す
と
お
り

所
得
段
階
別
に
分
か
れ
ま
す
。

基
準
額
か
ら
、
各
人
の
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
を
設
定
し
ま
す
。
今
回
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
所
得
水
準
の
低
い
人
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
従
来
の
所
得
段
階
区
分
を
細

分
化
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の

施
行
に
よ
り
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医

療
支
援
な
ど
の
体
系
が
変
わ
り
、
新
し
い
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
や
施
設

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
身
体

障
害
者
と
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
と
い
っ
た
障
害
の
種
類
や
年

齢
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
ど

の
障
害
の
人
も
共
通
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。（
１０
月
以
降
に
始
ま
る
事
業

も
あ
り
ま
す
。）

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
新
し
い

「
介
護
給
付
」
と
「
訓
練
等
給
付
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
市
の
福
祉
・
児
童
課
に
支
給

申
請
を
提
出
し
て
、
新
し
い
基
準

に
基
づ
い
て
出
さ
れ
る
障
害
程
度

区
分
の
判
定
を
受
け
て
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

か
か
る
経
費
の
う
ち
原
則
１
割
が
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
負
担
が
重
く

な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
所
得

に
応
じ
て
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高

額
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
な
ど
そ
の
他
の

軽
減
策
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
減
措
置

を
受
け
る
た
め
に
は
、
支
給
申
請
を
す
る
際

に
世
帯
状
況
・
収
入
･
資
産
申
告
書
を
市
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
福
祉
・
児
童
課
ま
で
。


